
Ⅱ章 安全で快適な生活環境づくり 
（生活環境） 

１ 防災・消防・救急 
 

２ 交通 
 

３ 環境 
 

４ ごみ・し尿処理 
 

５ 生活  
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Ⅱ章　安全で快適な生活環境づくり　　１　防災・消防・救急

①
確保している市民用の非
常食の総数

54,000食

件 95

13,500

②

成
　
果

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）

100②
防災行政無線受信所の総
数

54,000 54,000 54,000

95 95 95

13,500 13,500食

H27年度
指標名 単位

現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

13,500 13,500
活
　
動

① 備蓄食料の購入数

事務事業名

・備蓄物資の購入
・防災行政無線の維持管理及び改修
・防災施設、設備等の維持管理
・地域防災計画の策定

H25年度

千円

2111 2112

H26年度

防災対策事業

災害時において被害の軽減が図られるように、備蓄物資や防災設備が整備されている。

危機管理課 13,513H25年度事業費

総合振興
計画コード

課名

めざす
目的成果

事業内容

54,000

１ 防災・消防・救急 

（１） 防災対策の推進 

（２） 地域防災力の強化 

（４） 消防・救急体制の充実 

① 総合的な防災体制の強化 

② 防災施設等の整備 

① 防災意識の高揚 

② 自主防災活動の支援 

② 消防団の充実 

① 埼玉県南西部消防本部との連携 

（３） 災害に強いまちづくりの推進 

① 災害に強い都市整備の推進 
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Ⅱ章　安全で快適な生活環境づくり　　１　防災・消防・救急

10

成
　
果

②

区域 ―

②

事務事業名

2111 2511

活
　
動

①
防災・防犯関係調査区域
数

事業内容

①
防災・防犯関係調査結果
報告書作成

冊 ― ― ― ― 1

現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

H27年度

― ――

課名 危機管理課 H25年度事業費 ― 千円

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度

指標名 単位

調査員は市職員、調査単位は小学校区として、防災調査班と防犯調査班に分けて、防災・防
犯関係の危険、安全箇所等（危険要因、安全要因）について現地調査を5年に1回行う。

国民保護計画推進事業

2512

事務事業名

総合振興
計画コード

2111

危機管理課 H25年度事業費 218

めざす
目的成果

緊急対処事態から、住民の生命、財産等を保護するため、国、県等の関係機関と相互に連携
し、迅速かつ的確に対処できる体制が整備されている。

事業内容
・国民保護計画の推進
・緊急情報ネットワークシステム（Ｅｍ-Ｎｅｔ：エムネット）等の運用

千円課名

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画 後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

34 34 34
活
　
動

①
国民保護協議会委員の委
嘱数

人 34

②

34

0 0 0 0
成
　
果

① 国民保護協議会の開催数 回 0

②

危険箇所調査事業

めざす
目的成果

防災防犯に関する市内の危険箇所、危険要因等を把握するなどの調査を行い、その調査結果
を基に、安心・安全のまちづくりが行われている。

総合振興
計画コード
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Ⅱ章　安全で快適な生活環境づくり　　１　防災・消防・救急

30

② 自主防災団体数 団体 34 35 36 37 37

40 40 40 40
成
　
果

① 防災学校受講者数 人

1

②
地域自主防災活動等事業
費補助金交付団体数

団体 17 18 19 20 20

1 1 1 1
活
　
動

① 防災学校開校数 校

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

危機管理課 H25年度事業費 16,702

めざす
目的成果

地域の共助により、災害時における被害の軽減が図られている。

事業内容
・防災学校、防災講演会、自主防災組織リーダー養成講習、地域防災訓練の実施
・地域自主防災活動等事業費及び消火器設置詰替等事業費の補助金交付
・今後起こり得る首都圏直下型の地震発生等を想定した総合防災訓練を実施

千円課名

事務事業名

総合振興
計画コード

2121 2122

2

②

2 2 2 2
成
　
果

① 災害復旧業務委託回数 回

10

②

10

課名

10 10 10
活
　
動

①
警戒体制及び非常体制回
数

回

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

めざす
目的成果

地域防災計画に基づき、災害時の応急対策を的確かつ円滑に行う体制ができている。

事業内容
・風水害等の災害時に備え、地域防災計画に基づき、市職員の警戒体制及び非常体制を施行
する。
・災害復旧を行うため、土木業者及び造園業者に業務を委託する。

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

総合振興
計画コード

2112

事務事業名 災害活動事業

防災啓発事業

危機管理課 H25年度事業費 4,450 千円
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Ⅱ章　安全で快適な生活環境づくり　　１　防災・消防・救急

100 100②
負担金（議会総務）支払割
合

％ 100 100 100

12

成
　
果

① 負担金（消防）支払割合 ％ 100 100 100 100 100

12 12 12

②
負担金（議会総務）支払回
数

回 12 12 12 12

活
　
動

① 負担金（消防）支払回数 回 12 12

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画 後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

めざす
目的成果

一部事務組合や消防業務の適切な運営が推進されている。

事業内容 一部事務組合への負担金（消防及び議会総務）の支出

課名 危機管理課 H25年度事業費 1,247,496 千円

事務事業名 朝霞地区一部事務組合負担事業（常備消防）

総合振興
計画コード

2141

15

②
耐震シェルター等設置費
補助金交付件数

件 5 3 3 3 5

15 15 15 15
成
　
果

① 耐震改修補助金交付件数 件

25

②
広報誌への掲載回数（補
助制度のPR)

回 12 12 12 12 9

25 25 25 25
活
　
動

① 耐震診断補助金交付件数 件

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

建築課 H25年度事業費 8,021

めざす
目的成果

昭和56年5月31日以前の建築物の耐震化を促進し、地震による建築物の倒壊等の被害から市
民の生命、身体及び財産を保護することができている。

事業内容

①耐震診断及び耐震改修工事を行う者に対して補助金の交付を行う。(対象条件あり）
②固定資産税、所得税の減免、控除に係る証明書の発行を行う。
③広報・HP、彩夏祭などで周知・啓発活動を行う。
④既存木造住宅等を所有している希望者を対象に無料簡易耐震診断を行う。
⑤耐震シェルター及び耐震ベッドの購入または設置を行う者に対して補助金の交付を行う。（対象条件あり）

千円課名

事務事業名

総合振興
計画コード

2131

建築物耐震化促進事業
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Ⅱ章　安全で快適な生活環境づくり　　１　防災・消防・救急

事務事業名 消防団活動事業

総合振興
計画コード

2142

めざす
目的成果

消防団活動が円滑に行われている。

事業内容
・水火災及び警戒等の費用弁償の支払い
・朝霞市消防出初め式の開催
・消防連合点検の会場設営（H25年度）

課名 危機管理課 H25年度事業費 13,905 千円

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画 後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

活
　
動

①
整備活動への出動分団数
（団本部含む）

分団 204 204 204 204 204

② 訓練活動の回数 数 15 15 15 15 15

成
　
果

①
整備活動への出動分団員
数（団本部含む）

人 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500

② 訓練活動の参加者数 人 600 600 600 600 600

事務事業名 消防団運営事業

総合振興
計画コード

2142

めざす
目的成果

消防団活動に伴う環境が整えられ、消防団の運営が円滑に行われている。

事業内容

・団員報酬、団員退職報償金及び団員会議研修等費用弁償等の支払い
・消防団詰所及び消防ポンプ車等の維持管理
・公務災害補償等の負担金支払い
・消防団の資機材及び団員の被服等の購入

課名 危機管理課 H25年度事業費 27,482 千円

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画 後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

活
　
動

① 団員報酬の支払い 回 1 1 1 1 1

② 新入団員の被服購入 回 1 1 1 1 1

成
　
果

① 団員報酬の支払い人数 人 131 138 138 138 138

② 新入団員の被服購入数 人 9 5 5 5 5
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Ⅱ章　安全で快適な生活環境づくり　　１　防災・消防・救急

事務事業名 消防団施設等整備事業

総合振興
計画コード

2142

めざす
目的成果

消防団の施設が適切に管理されている。

事業内容
消防団詰所の修繕
消防団詰所等の土地借上料の支払い

課名 危機管理課 H25年度事業費 1,152 千円

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画 後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

活
　
動

① 土地借上げ料の支払件数 件 4 4 4 4 4

②

成
　
果

① 土地借上げ料の支払状況 ％ 100 100 100 100 100

②

事務事業名 消防水利整備事業

総合振興
計画コード

2142

めざす
目的成果

消防水利が適切に維持管理されている。

事業内容
消防水利の修繕、除草委託、土地借上げ料の支払い
消火栓新設及び維持管理費負担金の支払い

課名 危機管理課 H25年度事業費 14,080 千円

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画 後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

活
　
動

① 負担金支払件数 件 1 1 1 1 1

②

成
　
果

① 負担金支払割合 ％ 100 100 100 100 100

②
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Ⅱ章　安全で快適な生活環境づくり　　２　交通

①
ノンステップバス導入補助
金交付台数

2台

2

②

成
　
果

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）

②

2 2 2

2 2回

H27年度
指標名 単位

現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

2 2
活
　
動

① 要望回数

事務事業名

武蔵野線旅客輸送改善対策協議会及び東武東上線改善対策協議会を通じて、鉄道の安全性の
確保、駅施設のバリアフリー化等の要望活動の実施。
ノンステップバス導入のバス事業者に経費の一部を助成する。

H25年度

千円

2211 2213

H26年度

交通施策推進事業

誰にも優しい公共交通機関の実現のため、関係機関に働きかけ、駅施設のバリアフリー化や
ノンステップバスの導入が促進されている。

道路交通課 952H25年度事業費

総合振興
計画コード

課名

めざす
目的成果

事業内容

1

（１） 公共交通の利便性向上 

（２） 交通安全対策の推進 

① 鉄道の利便性向上 

② 路線バス・市内循環バスの充実 

③ 施設等のバリアフリー化の促進 

① 交通安全環境の整備 

② 交通安全意識の高揚 

③ 自転車交通対策の推進 

２ 交通 
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Ⅱ章　安全で快適な生活環境づくり　　２　交通

22

成
　
果

②

基 22

②

事務事業名

2221

活
　
動

① 道路照明灯設置数

事業内容

①
道路照明灯設置要望達成
率

％ 100 100 100 100 100

現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

H27年度

22 2222

課名 道路交通課 H25年度事業費 64,195 千円

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度

指標名 単位

安全な道路環境を確保するため、道路照明灯を設置する。
夜間、車両の通行上危険と認められる場所、信号機の設置された交差点または横断歩道、長
大な橋梁などに道路照明灯を設置する。

市内循環バス運営事業事務事業名

総合振興
計画コード

2212 3233

道路交通課 H25年度事業費 80,316

めざす
目的成果

通勤・通学の利便性の向上、公共施設の利用促進、路線バスが運行されていない地域の交通
手段が確保できている。

事業内容
バス運行契約業者3社と協定を締結し、市内循環バスを運営している。運行に係る経費のう
ち運賃を除いた経費を助成する。
市内循環バスの運行調査を委託して実施する。

千円課名

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画 後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

87 87 87
活
　
動

① 運行数（平日） 回 87

② 運行数（休日） 回 71 71 71 71 71

87

348,000 357,000 366,000 375,000
成
　
果

① 年間利用人数 人 375,000

②

道路照明灯整備事業

めざす
目的成果

道路照明灯が適切に配置され、運転手等は明るく安全に走行できている。

総合振興
計画コード
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Ⅱ章　安全で快適な生活環境づくり　　２　交通

―

②

―

410 380 350
成
　
果

① 交通事故発生件数 件 350

指標名 単位

20

②

20 20 20
活
　
動

①
道路安心・安全緊急改良
実施箇所

所

各年度目標・計画

めざす
目的成果

通学路やゾーン30に指定された区域及び交通事故の危険性の高い交差点等に安全対策が実施
され、市民が安全に通行できている。

事業内容
通学路やゾーン30に指定された区域及び交通事故の危険性の高い交差点等に緊急的な交通安
全対策（路面表示等）を実施する。

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

課名

総合振興
計画コード

2221

事務事業名

②

30 30 30 30

14,370ｍ
・130㎡

成
　
果

H27年度

活
　
動

① 外側線等路面表示
ｍ・
㎡

12,900ｍ
・110㎡

350 350

30

①
年間交通事故発生件数
（人身事故）

件 499 410 380

② 道路反射鏡設置 基

8,580ｍ
・110㎡

8,580ｍ
・110㎡

8,580ｍ
・110㎡

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画 後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度

事業内容

外側線・グリーンベルト等の新設、復旧を実施し通行帯を明確にする。
見通しの悪い交差点等に道路反射鏡（カーブミラー）を設置し、車両等の交通安全を確保す
る。
地点名標識、警戒標識等の設置。歩道橋の維持管理、修繕。

課名 道路交通課 H25年度事業費 22,024 千円

めざす
目的成果

2221

交通安全施設が適切に整備され、市民が安全に通行できている。

総合振興
計画コード

道路安心・安全緊急改良事業 新規

道路交通課 H25年度事業費 3,000 千円

現状の数値
（H24年度見

込）

事務事業名 交通安全施設事業
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Ⅱ章　安全で快適な生活環境づくり　　２　交通

0

②

0 0 0 0
成
　
果

① 立哨実施箇所事故件数 件

210

②

209 210 210 210
活
　
動

① 立哨実施日数 日

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

めざす
目的成果

市内小・中学校通学路において、交通指導員を配置し、立哨指導することにより児童・生徒
が安全に登下校できている。

事業内容 立哨指導、賃金の支払い、勤務報告書の確認、休暇に伴う代替業務の調整。

千円課名

交通指導員配置事業

道路交通課 H25年度事業費 53,934

事務事業名

総合振興
計画コード

2222

350

②

499 410 380 350
成
　
果

①
年間交通事故発生件数
（人身事故）

件

4

② 交通安全教室実施回数 回 42 42 42 42 37

4 4 4 4
活
　
動

① 交通安全街頭活動 回

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

道路交通課 H25年度事業費 4,749

めざす
目的成果

交通安全意識の高揚を図るため、広報活動等の交通安全運動を積極的に推進するとともに、
幼児から高齢者までのそれぞれに適切な教育指導をすることにより交通事故が減尐してい
る。

事業内容

春、夏、秋、冬の交通安全街頭活動。小学生に交通安全作品の募集、表彰。交通安全啓発看板の作成、配置。
市内小学4年生を対象に自転車免許証交付の為の実地指導、高齢者の自転車・歩行コンクールの実施。
交通関係団体の事務局、各団体への補助金の交付。私道利用者の道路反射鏡設置に係る補助金の交付。
運転免許証自主返納者への写真代補助金の交付。市町村交通災害共済保険加入の窓口受付（申請・請求）
道路運送車両法及び道路運送車両法施行規則の規定による臨時運行許可書（仮ナンバー）の発行。

千円課名

事務事業名

総合振興
計画コード

2222 2223

交通安全啓発推進事業
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2,300

②

2,150 2,150 2,150 2,150
成
　
果

① 放置自転車等の撤去台数 台

257

② 放置自転車等の撤去回数 回 52 49 50 50 49

256 257 257 257
活
　
動

① 放置自転車等の指導日数 日

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

めざす
目的成果

駅周辺の放置自転車禁止区域内の放置自転車を撤去することにより、歩行者等が安全に通行
できている。

事業内容
放置自転車の指導・撤去を実施し、指定日（返却日）、保管場所で撤去した自転車を返還す
る。保管期限（約3か月）を過ぎた自転車等は処分する。

千円課名

放置自転車対策事業

道路交通課 H25年度事業費 34,307

事務事業名

総合振興
計画コード

2223

100

②

94 100 100 100
成
　
果

① 利用率（定期利用者） ％

10

②

10 10 10 10
活
　
動

①
自転車駐車場整備、維持
管理箇所数

箇所

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

めざす
目的成果

駅周辺に整備した自転車駐車場の適正な管理運営が行われ、市民が快適に利用している。

事業内容
 自転車駐車場の維持管理に伴う業務委託、修繕業務、借地駐車場の更新手続き、利用者の
途中解約に伴う還付業務。

千円課名

自転車駐車場管理運営事業

道路交通課 H25年度事業費 291,732

事務事業名

総合振興
計画コード

2223
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②

成
　
果

①
交通事故(子供の負傷者)
件数

件 50 50 ― ― 50（H25終）

― ― 500（H25終）

②

活
　
動

① 助成件数 件 500 500

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画 後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

めざす
目的成果

児童・幼児用ヘルメット購入費用を助成し、ヘルメット着用の普及促進を図ることにより自
転車乗車中の転倒事故による頭部のけがが軽減され、負傷者数が減っている。

事業内容
助成券付チラシを各保育園、幼稚園、小学校に配布。助成希望者は、市内自転車店にてヘル
メット購入時に助成相当額の割引。自転車店は、助成券を市へ提出し、助成相当額の支払い
を受ける。

課名 道路交通課 H25年度事業費 1,000 千円

事務事業名 児童・幼児用自転車ヘルメット購入助成事業

総合振興
計画コード

2223
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① 蜂の巣駆除対応率 100％

％ 100

250

② 水害消毒実施回数

成
　
果

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）

随時

100② 水害消毒実施率

100 100 100

100 100 100

随時 随時 随時回

250 250件

随時

H27年度
指標名 単位

現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

250 250
活
　
動

① 蜂の巣駆除依頼件数

事務事業名

・スズメ蜂等の蜂の巣の駆除を実施
・不快害虫のユスリカ発生を防ぐため幼虫の駆除を実施
・水害等の被害が発生した場合、浸水家屋やその敷地内等の消毒を実施

H25年度

千円

2311

H26年度

害虫防除事業

市民生活に不安を与えるスズメ蜂等の蜂の巣の駆除や害虫の防除、また水害消毒を実施する
ことで、健全で清潔な生活環境が保たれている。

環境保全課 642H25年度事業費

総合振興
計画コード

課名

めざす
目的成果

事業内容

100

３ 環境 

（１） 自然環境の保全と健全な環境の再生 

（２） 循環型社会の推進 

（３） 低炭素社会の推進 

① 自然環境の保全 

② 健全な環境の再生 

① 環境に配慮した取組みの推進 

③ 生物多様性の情報提供 

② 市民の環境への理解の促進 

① 市民・事業者・行政の協働体制づくり 

① 温室効果ガスの抑制の推進 

（４） 環境パートナーシップの確立 

③ 環境美化の推進 
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大気調査結果（市内平均・
二酸化窒素基準値
0.06ppm）

ｐｐｍ

3

成
　
果

0.06以下0.06以下 0.06以下 0.06以下 0.06以下②

種類 4

②
公害監視パトロール実施
回数

回

事務事業名

2312 1331

活
　
動

① 各種環境調査の種別数

事業内容

12

①
河川水質調査結果（黒目
川・ＢＯＤ基準値5ｍg/ℓ）

mg/ℓ 1 1 1 1 1

12

現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

H27年度

12 12 12

3 34

課名 環境保全課 H25年度事業費 24,735 千円

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度

指標名 単位

環境保全を図るため、水質環境調査や大気環境調査及び騒音・振動・悪臭に係る調査を実施し、市民
等への情報提供を行う。
事業者等に対し、公害関係法令等にかかる届出を処理し、環境・規制基準等の遵守、悪臭・騒音等公
害苦情が発生した場合の誠意ある対処・解決を促す。また、職員による野外焼却等監視パトロールを
実施する。

鳥獣保護事業

2311

事務事業名

総合振興
計画コード

2311

環境保全課 H25年度事業費 183

めざす
目的成果

鳥獣に関する相談等を通し、また傷病鳥獣の保護や有害鳥獣への対処等を行うことで、野生
鳥獣と市民が共生できる環境の保全が推進されている。

事業内容

・傷病鳥獣の保護
・野生鳥獣の対処法などの相談及び対処
・有害鳥獣の捕獲許可
・危険で、放置できないカラスについて、撤去可能な場合その巣の撤去を委託にて実施

千円課名

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画 後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

30 30 30
活
　
動

① 相談件数 件 30

②

30

100 100 100 100
成
　
果

① 相談対応率 ％ 100

②

環境情報収集及び公害監視事業

5124

めざす
目的成果

環境調査を行い数値を経年的に把握することにより、環境の悪化や公害の発生を未然に防止し、市民
の日常生活を取り巻く環境の保全が図られている。
また、地域周辺の環境に配慮した事業所を支援・促進することにより、地域住環境の向上と産業の振
興が図られ、市民が暮らしやすい環境で生活している。

総合振興
計画コード
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360

②

―

―

300 360 360
成
　
果

① 充電器施設の利用回数 件

単位

1(25終)

② 広報掲載回数 回 ― 2 2 2 2

H27年度

課名

1 ― ―
活
　
動

①
市が整備した電気自動車
充電器施設数

箇所

指標名

千円

現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

めざす
目的成果

電気自動車充電器施設が安全に管理されているとともに、施設を利用する電気自動車の利用
者が増えている。

事業内容
市が電気自動車を導入するのを契機に、市民が利用できる電気自動車充電器施設の啓発を行
い、利用者増加に向けての推進を図る。

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度

総合振興
計画コード

2321

事務事業名

②

4

成
　
果

H27年度

活
　
動

① 地球温暖化対策の事業数 事業 4

100 100①
エコライフDAYチェックシー
ト回収率

％ 83 100 100

②

4 4 4

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画 後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度

事業内容
アイドリングストップ啓発用のぼり旗の設置、環境啓発用冊子の配布、環境啓発用ポスター
の掲示を行う。また、市として職員向け研修を行う他、H22年度から義務化された公共施設
の事業活動に伴い発生する温室効果ガスを集計し広報・ＨＰ等で公表する。

課名 環境保全課 H25年度事業費 335 千円

めざす
目的成果

2321 2331

地球温暖化対策について、市民や事業者に温室効果ガスの排出の規制や省エネ・省資源等に
関して普及・啓発を行う事により市民の意識が向上するとともに、温暖化対策を自ら率先行
動することによって、市民や事業者に朝霞市としての姿勢を示している。

総合振興
計画コード

電気自動車充電施設利用推進事業 新規

環境保全課 H25年度事業費 6,344

事務事業名 公害防止啓発推進事業
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1,300

② 環境大学参加者数 人 250 250 250 250 250

1,300 1,300 1,300 1,300
成
　
果

① 講座イベント参加者数 人

110

② 環境大学開催日数 日 4 4 4 4 4

110 110 110 110
活
　
動

① 講座イベント開催日数 日

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

資源リサイクル課 H25年度事業費 7,351

めざす
目的成果

環境に負荷の尐ない資源循環型社会の構築を目指すことを目的として、各種講座・イベント
を開催し情報の発信をしている。

事業内容
市民主体で構成する企画運営協議会と市との協働による各種講座の開催とともに、リサイク
ルに関する情報の発信を行う。

千円課名

事務事業名

総合振興
計画コード

2321 2411

1,160

②

1,160 1,168 1,168 1,164
成
　
果

① 部屋利用可能日数 日

48

②

48 48 48 48
活
　
動

① 維持管理総点検数 回

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

資源リサイクル課 H25年度事業費 13,695

めざす
目的成果

施設を安全に快適に利用できるような維持管理を行うことにより、利用者が安全に、快適に
施設を利用している。

事業内容 リサイクルプラザの維持管理業務を行う。（清掃、警備、設備保守点検、修繕等）

千円課名

事務事業名

総合振興
計画コード

2321 2411

リサイクルプラザ管理事業

リサイクルプラザ運営事業
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480

② 家具販売点数 点 432 432 432 432 432

480 480 480 480
成
　
果

① 家具展示点数 点

420

② 家具持込点数 点 84 84 84 84 84

420 420 420 420
活
　
動

① 家具収集点数 点

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

めざす
目的成果

市内の家庭から引き取った家具を、シルバー工房で補修後に毎月抽選により、低価格で販売
することで、市民は限りある資源の有効利用とごみの減量化が図られている。

事業内容
市内の家庭で不要となって処分しようとしている家具を引き取り、シルバー工房で補修後、
毎月抽選による展示販売業務を行う。

千円課名

リサイクル家具類販売事業

資源リサイクル課 H25年度事業費 5,595

事務事業名

総合振興
計画コード

2321 2411

53,000

② 商品販売点数 点 46,000 46,000 46,000 46,000 46,000

53,000 53,000 53,000 53,000
成
　
果

① 商品出品点数 点

550

② 商品出品者数 人 11,000 11,000 11,000 11,000 11,000

550 550 550 550
活
　
動

① 新規会員登録者数 人

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

めざす
目的成果

家庭で眠っている品物を、低価格で販売することにより、限りある資源の有効利用とごみの
減量化が図られている。

事業内容
家庭で眠っている品物を、市民からお預かりして必要としている方へと有効利用していただ
くための販売の代行業務を行う。

千円課名

リサイクルショップ運営事業

資源リサイクル課 H25年度事業費 8,360

事務事業名

総合振興
計画コード

2321 2411
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2

②

4 2 2 2
成
　
果

① 環境審議会の審議件数 件

2

②
あさか環境市民会議全体
会の開催回数

回 12 12 12 12 12

2 2 2 2
活
　
動

① 環境審議会の開催回数 回

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

めざす
目的成果

市民、事業者等との環境パートナーシップの体制が確立されることにより朝霞市環境基本計画の進捗
状況の点検等が強化されるとともに、各種事業の実施段階において市民等の意見や活動が活かされる
など、市民、事業者等と協働して環境行政が推進されている。また、環境への負荷を減らし、持続可
能な発展をしていくため積極的に環境保全の取組を進めている。

事業内容

・環境審議会の開催
・あさか環境市民会議との協働及び活動支援
・環境美化推進員の委嘱
・食品衛生協会に対する支援の実施
・環境マネジメントシステムの推進

千円課名

環境衛生保全事業

環境保全課 H25年度事業費 708

事務事業名

総合振興
計画コード

2341

580

②

568 658 748 838
成
　
果

①
太陽光パネル設置補助延
べ件数

戸

80

②

90 90 90 90
活
　
動

① 年間補助金受付件数 件

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

めざす
目的成果

住宅用太陽光発電システム設置費補助の他、公共施設の屋根を使用し事業者が発電事業を行
い、太陽光発電の普及推進を図ることにより、クリーンエネルギーの効用が市民に広く認知
され、地球温暖化の要因となる温室効果ガスの排出量が削減されている。

事業内容
1.住宅の屋根に設置する太陽光発電システムの設置費に対する補助を行う。
2.公共施設の屋根に太陽光発電事業者に対する貸出しを行う。

千円課名

太陽光発電普及推進事業

環境保全課 H25年度事業費 20,000

事務事業名

総合振興
計画コード

2331
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200 200②
環境美化ポスター応募者
数

人 200 200 200

4

成
　
果

① クリーン活動の参加団体 団体 152 152 152 152 152

2 2 2

② 環境意識啓発事業の数 回 4 4 4 4

活
　
動

① クリーン活動の回数 回 2 2

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画 後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

めざす
目的成果

市民と行政及び関係機関等との協働により、計画的に道路や河川敷き等の清掃活動が実施され、市内のごみの散
乱等が無くなるなど、市内の生活環境や景観が維持向上している。
また、小学生を対象とした夏休みこども水辺教室の開催などの各種事業や朝霞市の環境の状況及び環境保全等に
講じた施策を市民等に広く提供することで、市民等の環境美化意識が向上する。

事業内容

・クリーン活動の実施（春、秋の年2回、市内一斉清掃活動）
・「環境美化推進員」と協働して市内の環境美化活動を実施
・朝霞市・志木市・和光市地区荒川クリーン協議会で年1回荒川河川敷きのゴミや不法投棄物の一斉清掃を実施
・市内あき地の雑草調査を実施し、除草等を土地管理者等に依頼
・条例等に基づく墓地等の経営についての相談や事前協議の実施及び事前協議終了後の墓地等の経営の許可

課名 環境保全課 H25年度事業費 7,870 千円

事務事業名 環境美化事業

総合振興
計画コード

2343 2313 2341 2342

70

②

70 70 70 70
成
　
果

① 狂犬病注射実施率 ％

8

② 補助金交付頭数 頭 250 250 250 250 250

8 8 8 8
活
　
動

①
集合狂犬病注射会場の設
定数

回

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

めざす
目的成果

畜犬登録により畜犬が適切に管理され、狂犬病等の発生が予防されるほか、去勢・不妊手術
費の一部補助を行うことで、捨て犬や捨て猫が減尐している。

事業内容
・狂犬病予防法に基づく畜犬登録事務の実施
・狂犬病の集合予防注射及び注射済票の交付
・犬及び猫の去勢・不妊手術費の一部補助の実施

千円課名

犬の登録等事務及び犬、猫の去勢・不妊手術費補助事業

環境保全課 H25年度事業費 1,878

事務事業名

総合振興
計画コード

2342
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560 580② 不法投棄通報件数 件 560 560 560

成
　
果

①
夜間パトロール不法投棄
発見数

個所 90 90 90 90 100

48 48 48

②

活
　
動

①
不法投棄監視パトロール
日数

日 48 48

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画 後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

めざす
目的成果

市内で発生する不法投棄が減尐し、市内の生活環境及び景観が向上している。
路上喫煙禁止地区内での路上喫煙者が減尐し、歩行者等の身体及び財産の安全が守られてい
る。

事業内容

・職員による監視パトロールの実施
・夜間監視パトロールの実施
・パトロール、通報等により発見した市有地の不法投棄物の早期回収及び管理者への連絡
・「路上喫煙禁止地区」内のパトロールの実施及び路面シート、横断幕等の啓発物の設置
・路上喫煙禁止キャンペーンの実施

課名 環境保全課 H25年度事業費 4,563 千円

事務事業名 不法投棄対策事業

総合振興
計画コード

2343
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①
一般廃棄物の減量に関す
る審議件数

2件

2

②

成
　
果

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）

②

7 2 2

2 7回

H27年度
指標名 単位

現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

2 2
活
　
動

①
廃棄物減量等推進審議会
開催回数

事務事業名

一般廃棄物の減量・処理に関する事項の審議並びに現状検証等に基づく事務改善の提案

H25年度

千円

2411

H26年度

廃棄物減量等推進審議会運営事業

廃棄物減量等推進審議会を設置し一般廃棄物の減量等に関する事項の審議を行うことで、清
掃行政の向上が図られている。

資源リサイクル課 738H25年度事業費

総合振興
計画コード

課名

めざす
目的成果

事業内容

2

４ ごみ・し尿処理 

（１） ごみの減量・リサイクルの推進 

（２） ごみ処理体制の充実 

（３） し尿処理体制の充実 

① ３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）意識の向上 

② ごみの減量化・再資源化への支援 

① ごみ処理体制の充実 

② ごみ処理広域化計画の推進 

① 公共下水道への切替えの促進 

② 合併処理浄化槽の設置促進 
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検討・策定
(H25終)

②

― 検討・策定 ― ―
成
　
果

①
一般廃棄物処理基本計画
の策定

6(H25終)

②

― 6 ― ―
活
　
動

①
廃棄物減量等推進審議会
立会回数

回

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

資源リサイクル課 H25年度事業費 5,754

めざす
目的成果

廃棄物の処理及び清掃に関する法律の規定に基づき一般廃棄物処理基本計画を策定し、廃棄
物処理に係る指針を定める。

事業内容 一般廃棄物基本計画策定に関する事務経費

千円課名

事務事業名

総合振興
計画コード

2411 2421

ごみ減量・リサイクル推進啓発事業事務事業名

総合振興
計画コード

2411

資源リサイクル課 H25年度事業費 2,839

めざす
目的成果

市民のごみ減量やリサイクルに対する意識を高め、循環型社会構築の促進が図られている。

事業内容
啓発冊子・啓発品・収集日掲載パンフレット等の作成、配布
3Ｒ活動普及に向けた啓発事業の実施

千円課名

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画 後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

3 3 3
活
　
動

① 啓発事業の実施回数 回 3

②

3

1,000 1,100 1,200 1,300
成
　
果

① 啓発事業参加者数 人 1,300

②

一般廃棄物処理基本計画策定事業 新規
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1,4401,440 1,440 1,440 1,440②
パトロールによる分別指導
件数

件

地域リサイクル活動による
回収量

ｋｇ

10,800 10,800 10,800 10,800

800

成
　
果

H27年度

活
　
動

① 分別容器の貸出し数量 個 800

9,165 9,165

180

成
　
果

3,122,0003,057,000 3,079,000 3,101,000 3,122,000②

団体 180

②

事務事業名

2412

活
　
動

①
地域リサイクル活動推進
補助金登録団体数

事業内容

10,800

① 資源ごみ収集量 ｔ 9,009 9,061 9,113

② パトロール実施集積所数 箇所

800 800 800

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画 後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度

事業内容
ごみ集積所の設置届出受理やカラス防止用ネット、ごみ回収分別容器の貸出しや、ごみ集積
所監視パトロールを行う。

課名 資源リサイクル課 H25年度事業費 11,094 千円

めざす
目的成果

2412 2421

ごみ集積所における適正なごみ排出を促すことにより、市民の快適な生活環境が形成されて
いる。

総合振興
計画コード

①
生ごみ処理機器購入費補
助金交付件数

件 50 20 20 50 50

現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

H27年度

180 180180

課名 資源リサイクル課 H25年度事業費 26,478 千円

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度

指標名 単位

電動式生ごみ処理機器購入者への補助金交付
資源物を回収する登録団体に補助金交付

事務事業名 塵芥処理事務事業

ごみ減量・リサイクル推進補助事業

めざす
目的成果

電動式生ごみ処理機器購入者については購入費補助金を交付し、また、資源物の回収を行っ
た登録団体については地域リサイクル活動推進補助金を交付することで、ごみの減量化及び
資源再利用の推進が図られている。

総合振興
計画コード
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0

② 不法投棄件数 件 100 100 100 100 100

0 0 0 0
成
　
果

① 苦情件数 件

1

②

1 1 1 1
活
　
動

① 不燃ごみ収集回数
回/
週

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

資源リサイクル課 H25年度事業費 103,180

めざす
目的成果

ごみの適正な分別収集及び処分により、生活環境の保全及び公衆衛生の向上が図られてい
る。

事業内容 不燃ごみを収集運搬し、クリーンセンター内の中間処理施設で破砕後、最終処分を行う。

千円課名

事務事業名

総合振興
計画コード

2421

1

②

1

30

1 1 1
成
　
果

① 技術取得研修参加人数 人

単位

30

②
最終処分場等の現地視察
施設数

施設 10 10 10 10 10

H27年度

課名

30 30 30
活
　
動

①
技術･知識の向上のため
の研修会、会議等参加回
数

回

指標名

千円

現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

めざす
目的成果

人材育成並びに職員の見識を高め、清掃行政の進展が図られる。

事業内容 技術管理者の養成、処分場等の現地視察

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度

総合振興
計画コード

2421

事務事業名 清掃総務事務事業

不燃ごみ処理事業

資源リサイクル課 H25年度事業費 2,966
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100

②
焼却灰資源化率（セメント・
人工砂資源化/焼却灰）

％ 30 30 30 30 30

100 100 100 100
成
　
果

① 稼働率 ％

366

② 可燃ごみ収集回数
回/
週

2 2 2 2 2

365 365 365 366
活
　
動

① 稼働日数 日

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

めざす
目的成果

本市唯一のごみ焼却処理施設を、今後も安全かつ確実に長期間稼働し、安定的なごみ焼却処理事業を
継続していくために、施設の適正な維持管理及び運転管理を行うと共に、計画的な修繕・更新により
施設の延命化が図られている。また、ごみの適正な分別収集により、生活環境の保全及び公衆衛生の
向上が図られる。

事業内容

120ｔ炉焼却処理施設の維持管理及び運転管理委託業者の指導管理。
平成7年1月稼働開始から15年目を向え、耐用年数の経過した機械・電気設備について、平成
22年度から5か年計画で更新作業を実施する。
可燃ごみを収集運搬し焼却処理後、最終処分を行う。

千円課名

可燃ごみ処理事業

資源リサイクル課 H25年度事業費 758,226

事務事業名

総合振興
計画コード

2421

0

②

0 0 0 0
成
　
果

① 受付トラブル件数 件

27,000

②

27,000 27,000 27,000 27,000
活
　
動

① 受付件数 件

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

めざす
目的成果

クリーンセンター内の設備の適正な維持管理を行っている。また、手数料の円滑な徴収を
行っている。

事業内容
クリーンセンターの維持管理を行う。
一般廃棄物処理手数料を徴収する。

千円課名

クリーンセンター維持管理事業

資源リサイクル課 H25年度事業費 94,978

事務事業名

総合振興
計画コード

2421
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100

②

100 100 100 100
成
　
果

① 稼働率 ％

311

②

310 311 311 311
活
　
動

① 稼働日数 日

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

めざす
目的成果

施設の適正な維持管理及び運転管理を行うと共に計画的な修繕・更新により施設の延命化が
図られている。
また、ごみの適正な分別収集により、生活環境の保全及び公衆衛生の向上が図られる。

事業内容
粗大ごみ処理施設の維持管理及び運転管理委託業者の指導管理。
修繕の対応、定期点検の実施及び機器の状態の把握。
粗大ごみの分別収集運搬を行う。

千円課名

粗大ごみ処理事業

資源リサイクル課 H25年度事業費 86,050

事務事業名

総合振興
計画コード

2421

100

②
稼働率（プラスチック類選
別処理施設）

％ 100 100 100 100 100

100 100 100 100
成
　
果

①
稼働率（あき缶資源化処
理施設）

％

260

②
稼働日数（プラスチック類
選別処理施設）

日 260 260 260 260 260

260 260 260 260
活
　
動

①
稼働日数（あき缶資源化
処理施設）

日

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

めざす
目的成果

施設の適正な維持管理及び運転管理を行うと共に計画的な修繕・更新により施設の延命化が
図られている。また、資源ごみの適正な分別収集により、生活環境の保全及び公衆衛生の向
上が図られる。

事業内容

あき缶資源化施設の維持管理及び運転管理委託業者の指導管理。
プラスチック類処理施設の建設及びその後の維持管理、運転管理委託業者の指導管理。
定期点検の実施及び機器の状態の把握。
資源ごみの分別収集運搬を行う。

千円課名

資源ごみ処理事業

資源リサイクル課 H25年度事業費 313,972

事務事業名

総合振興
計画コード

2421
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②

成
　
果

① 広域化計画の検討 検討・協議 検討・協議 検討・協議 検討・協議 検討・協議

30 40 40

②

活
　
動

①
近隣自治体との協議進捗
率（メリット・デメリットの検
討）

％ 30 30

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画 後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

めざす
目的成果

第2次埼玉県ごみ処理広域化計画を踏まえ、広域化計画について検討している。

事業内容 ごみ処理広域化計画の検討について、近隣自治体と協議を行う。

課名 資源リサイクル課 H25年度事業費 ― 千円

事務事業名 ごみ処理広域化計画事業

総合振興
計画コード

2422

②

成
　
果

①
し尿処理人口１人当たり経
費

円 2,535 2,535 2,535 2,535 2,535

14,583 14,583 14,583

②

活
　
動

①
朝霞地区一部事務組合処
理量
（構成市合計）

ｋｌ 14,583 14,583

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画 後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

めざす
目的成果

し尿処理事業が円滑に行われることで、市民の快適な生活環境が形成されている。

事業内容 朝霞地区一部事務組合で実施するし尿処理に関する費用を朝霞地区4市で負担

課名 資源リサイクル課 H25年度事業費 29,807 千円

事務事業名 朝霞地区一部事務組合負担事業（し尿処理）

総合振興
計画コード

2431
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②

成
　
果

①
浄化槽の維持管理指導件
数

件 0 0 0 0 0

2 2 2

②

活
　
動

① 広報紙掲載回数 回 2 2

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画 後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

めざす
目的成果

公共下水道の未整備地区について、合併処理浄化槽の設置と単独処理浄化槽からの転換を促
進し、浄化槽の維持管理の指導に努めることにより地域の水質の向上が図られている。

事業内容

広報誌等により合併浄化槽の設置と単独処理浄化槽からの転換、浄化槽の適正な維持管理の
実施を周知・啓発する。また、浄化槽が原因とされる水質汚濁及び悪臭等の発生に関し、原
因者に単独浄化槽から合併浄化槽への転換を勧めるとともに可能であれば本下水への接続を
勧める。

課名 環境保全課 H25年度事業費 ― 千円

事務事業名 合併処理浄化槽設置促進事業

総合振興
計画コード

2432
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①
スクールガード・リーダー
の巡回回数

450回

1,500

②

成
　
果

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）

②

350 350 450

1,500 1,500人

H27年度
指標名 単位

現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

1,500 1,500
活
　
動

① スクールガードの配置人数

事務事業名

市内各小学校にスクールガードを配置し、拠点校にスクールガードアドバイザーを配置す
る。

H25年度

千円

2511

H26年度

地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業

小・中学校の児童生徒が安全に登下校できている。

教育指導課 ―H25年度事業費

総合振興
計画コード

課名

めざす
目的成果

事業内容

350

５ 生活 

（１） 防犯のまちづくりの推進 

① 防犯活動の充実 

② 防犯環境の整備 

① 消費生活への支援 

② 消費生活相談の充実 

① 斎場の適正な管理運営 

（３） 安心できる葬祭の場の提供 

（２） 消費者の自立支援の充実 
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消費生活啓発事業事務事業名

総合振興
計画コード

2521

地域づくり支援課 H25年度事業費 1,192

めざす
目的成果

消費者は日々発生する新たな消費者問題などを啓発事業により知ることができている。

事業内容
広報あさかに「消費者情報アンテナ」及び「消費生活相談室だより」の掲載
啓発パンフレット等の発行　　　　　消費者教室の開催
消費生活通信講座の実施　　　　　啓発物の配布

千円課名

現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画 後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

活
　
動

①
広報あさかへ消費者情報
アンテナの掲載回数

回

指標名 単位

4 4 4

2 2 2 2

成
　
果

① 通信講座受講者数 人

2

②
通信講座使用テキスト冊
数

冊 4 4

320 320 320 320 320

②

事務事業名 防犯対策推進事業

めざす
目的成果

2512

市並びに市民、事業者及び土地建物所有者等がそれぞれの防犯意識を高め、自主防犯活動を
推進することにより、街頭犯罪等を起こさせにくい地域環境となっている。

総合振興
計画コード

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度

事業内容

・防犯講演会や防犯街頭キャンペーンの実施
・防犯パトロールの実施
・自治会等に対する防犯灯設置及び維持管理費補助金の交付や、自治会・町内会、小学校
PTA、自主防犯組織に対する防犯活動推進補助金の交付を行う。

課名 危機管理課 H25年度事業費 22,958

200

②
防犯灯設置補助金交付本
数

本

千円

3 3 3

指標名

3

H27年度

活
　
動

①
講演会・キャンペーンの実
施数

回 3

単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

20 20 20 20

67

成
　
果

200

69 67

20

67

200

67② 防犯灯維持管理団体数 団体

①
講演会・キャンペーンの参
加者数

人 200 200
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②

2 2 2 2

244

成
　
果

H27年度

活
　
動

① 消費生活相談開設日数 日 245

693 693

2

成
　
果

②

件 2

②

事務事業名

2521

活
　
動

① 補助金交付団体数

事業内容

2

① 消費生活相談件数 件 570 610 650

② 1日あたりの相談員人数 人

245 245 244

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画 後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度

事業内容 消費者被害やトラブルを防止するため「消費生活相談」を常設する。

課名 地域づくり支援課 H25年度事業費 7,326 千円

めざす
目的成果

2522 2521

消費者問題の解決に向けて、市民は適切な相談（アドバイス）を受けることができている。

総合振興
計画コード

①
補助事業定員に対する参
加率

％ 90 100 100 100 100

各年度目標・計画

H27年度

2 22

地域づくり支援課 H25年度事業費 100 千円

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

消費者団体の活動が活性化するよう消費者団体が行う事業に対し、補助金を交付する。

課名

事務事業名 消費生活相談事業

消費者団体活動支援事業

めざす
目的成果

消費者団体は、活動しやすいよう事業費補助による支援を受けている。

総合振興
計画コード

75
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50

②

50 50 50 50
成
　
果

①
葬祭飾付等利用率（利用
件数／死亡件数）

％

320

②

360 350 320 320
活
　
動

① 葬祭飾付等利用件数 件

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

指標名 単位
現状の数値
（H24年度見

込）

各年度目標・計画

H25年度事業費 14,417

めざす
目的成果

高額な費用を必要とする葬儀に対し、市民の経済的負担の軽減が図られている。
また、市としての哀悼の意が市民に伝わっている。

事業内容

市は、業者と協議して一般の料金よりも安価に葬儀を行える仕様を設定し、委託契約を行う。
市民が、その仕様に基づく葬儀を、委託業者で行う場合に、40,000円を市が負担し、葬儀費用の軽減
を図る。
また、市民の死亡に際し、遺族に「おくやみ状」を交付し哀悼の意を表す。

千円課名

75

事務事業名

総合振興
計画コード

2531

②

362

75 75 75
成
　
果

① 利用率 ％ 75

指標名 単位

363

②

362 362 363
活
　
動

① 開館日数 日

各年度目標・計画

めざす
目的成果

適切な施設の維持管理と運営が図られている。

事業内容
指定管理者を指定して、斎場の維持管理と運営業務を行う。
⇒受付業務、施設管理業務

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

課名

総合振興
計画コード

2531

事務事業名

現状の数値
（H24年度見

込）

斎場管理運営事業

葬祭飾付等事業

地域づくり支援課 H25年度事業費 51,928 千円

総合窓口課
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